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日本キリスト教団

　　　　　　　　　　降誕前第９主日礼拝 【２０２２年度年間聖句】 　　　　　　　　　　　　　 　ピアノとその部品

　　　　２０２２年１０月２３日　午前１０時３０分 　後ろのものを忘れ、前のものに全身を向けつつ 　　ピアノは木質部、ワイヤ、キィ、螺旋、等々、非常に沢山

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 司　会　　　司会　： 出席役員 目標を目指してひたすら走ることです。 　の部品からなっています。しかし、その部分だけをとって

　　　奏楽　： 奏楽奉仕者 　　　　　　　　（フィリピの信徒への手紙３章１３b～１４節） 　考えると、おのおのには大した値打ちもありません。木板

　前　　奏 【今週の祈り】 　は、薪の代用位であるし、キィ等は子供のおもちゃ程の

　招　　詞 司会者 ・東日本大震災の被災者・被災教会のために。 　ものであるし、ワイヤも何かを縛るのに用いられる程度で

　頌　　栄 真理は主イエス・キリスト ・病や困難の中にある友のために。 　ありましょう。これらが一度、名技術家の設計と施工にか

　交　　読 詩編　１３６編 一　同 ・東京愛隣教会と樋川高康牧師のために。 　かって、一台のピアノに組み立てられると、すばらしい価

　聖　　書 コリントの信徒への手紙（一） 【本日の集会】 　値を発揮するようになります。

　第12章 27～28節 (新)p.316 ・10:20-10:30 礼拝準備祈祷会 　　ゲシュタルト心理学では、（一）全体は、すべての部分の

　祈　　祷 司会者 ・10:30-11:30 主日礼拝 　総計以上のものである。（二）各部分は、全体からそれぞ

　讃美歌 ２１－４８２番 一　同 ・11:30-11:45 聖書通読：ｴﾚﾐﾔ 11章(旧)p.1197 　れの値打ちを引き出す。という二つの原則を発見しました。

　使徒信条 ２１－９３番（４－A) 一　同 ・11:45- 讃美歌練習指導：奏楽奉仕者 　　私たちも生まれながらの、テンデンばらばらの存在では

　讃美歌 ２１－５１５番 一　同 ・12:00- お茶の会（自由参加です） 　何にもなりません。一つに集められ、交わりの中に組み入

　説　　教 「みんなで示そうイエスさま」 【今週の集会】 　れられると、全体として、神の尊い御用を果たす器となり、

　祈　　祷 牧　師 ・聖研祈祷会 １０月２７日（木）10:30-11:30 　一人一人も光ってくるのです。教会と私たち一人一人の

　讃美歌 ２１－３９０番 一　同 マルコ福音書 １章29-39(新)p.62 　関係も丁度、このピアノと各部分のような関係です。

　献　　金 困難にある人々への連帯を祈りつつ 【次主日の案内】

　感　　謝 献金奉仕者 ・降誕前第８主日礼拝　10月30日 10:30-11:30

　主の祈 ２１－９３番（５－Ａ） 一　同 　　　司会　： 出席役員

　讃美歌 ２１－９２番 一　同 　　　交読　： 詩編　１３７編

　祝　　祷 牧　師 　　　聖書　： 黙示録３章20～22節　(新)p.457 ■　　集　会　報　告

　後　　奏 （黙　　祷） 奏楽奉仕者 　　　説教　： 「一緒に食事をしよう」　三原牧師 　　　準備祈祷会 １０月１６日（日） 男３、女１０、計１３名

　　　献金　： 献金奉仕者 　　　主日礼拝 １０月１６日（日） 男３、女１０、計１３名

ーからだのご不自由な方はお座りのままでどうぞー 　　　奏楽　： 奏楽奉仕者 　　　聖研祈祷会 １０月２０日（木） 男１、女　３、計　４名

　　　讃美歌： ２１－４８２（わが主イエスいと…）

○礼拝前は静かに心を整えましょう。 ２１－５１５（きみのたまものと） 　◎　個人情報保護の観点から、牧師以外の礼拝奉仕者

○聖書にあらかじめ目を通しましょう。 ２１－４３０（とびらの外に） 　　 並びに献金者の個人名は伏せさせていただきました。

○祈祷中、礼拝堂への入場は待ちましょう。 ・聖書通読 エレミヤ書２５章　(旧)p.1223      当伝道所は、教会内外からの多くの方々の尊い献金

○礼拝後は、交わりの時を。 　 ・讃美歌練習 指導：奏楽奉仕者 　　 によって支えられています。心から感謝申し上げます。
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